
令和２年度 第１回東京大学宇宙線研究所共同利用研究運営委員会議事要録 

 

日 時：令和２年７月１０日（金）１３時３０分～１７時３０分 

場 所：ZOOM による遠隔会議 

出席者：伊藤委員長、麻生委員、森委員、田島委員、窪委員、日比野委員、身内委員、 

常定委員、中畑委員、瀧田委員、田越委員、野田委員、内山幹事 

オブザーバー：梶田所長 

事務部：渡邉事務長、大浦副事務長、山末総務係長、佐藤特任専門員（ＵＲＡ）、杉本特任

専門職員（ＵＲＡ） 

 

○報告事項 

 １ 所長報告 

  梶田所長より、共同利用共同研究について、外国人アドバイザーについて、来年

度概算要求について、学術会議マスタープランの現状について、コロナウィルスの

影響についての報告があった。 

 

 ２ 共同利用研究拠点・施設報告 

    各共同利用研究拠点・施設より報告があった。 

 

 ３ その他 

    共同利用研究 WEB 申請システム構築について、資料に基づき大浦副事務長から説

明があった。 

 

○審議事項 

１ 令和元年度第２回共同利用研究運営委員会議事要録の確認について 

伊藤委員長から、当該議事要録について報告があり、審議の結果承認された。 

 

 ２ 令和元年度共同利用課題採択委員会からの申し送り事項について 

    伊藤委員長から、資料に基づき標記申し送り事項について説明があり、審議の結

果以下のとおり承認された。 

  ・申請書の様式２については２ページ以内とする旨記載する。 

・新任教員の定義の部分については、承継教員という言葉が私立大学にはなじまない

ため、「原則として承継教員または任期の定めのない教員とする。テニュアトラック

も含む」と記載する。 

・国内機関に所属する外国人用の申請フォームは、国内用の英語版を作成。 

    引き続き共同利用研究運営委員会からの引き継ぎ事項について審議され、以下の



とおり承認された。 

 ・共同利用申請時の押印については、なくす方向で引き続き研究所内で検討する。 

 ・名誉教授が代表者として応募することについては、その後要望の広がりがないこと、 

共同研究者として参加できるので現状を変える必要がないことから、認めないことと 

した。 

    

３ 令和３年度の共同利用募集について 

    大浦副事務長から国内版について説明があり、審議の結果承認された。 

続いて内山幹事及び杉本特任専門職員から国際版について、国際アドバイザーか

らの申請書に対するコメントにそって説明があり、いくつかの修正ののち承認され

た。 

    

４ 令和２年度研究成果発表会について（日程確認等） 

    伊藤委員長から資料に基づき説明があり、審議の結果、令和３年２月８日（月） 

～２月９日（火）に開催することが承認された。     

 

５ コロナウィルスに関わる問題について 

   内山幹事より資料に基づき説明があり、コロナウィルスの影響で活動が制限され 

たために発生した残額の繰越方法について議論が行われた。 

     

６ その他 

   次回委員会は、上記２月９日（火）の研究成果発表会後に開催することとなった。 

 

                                    以 上 
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